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口之津小学校 学校だより 

希望の丘から 
希望の丘で本物の口之津っ子を育てます。 

令和５年６月 23 日 

５年度 第５号 

校長 本村 英治 
学校だより「希望の丘から」タイト
ルは、校歌の歌詞「希望の丘の学舎
は」から採用しました。口之津っ子
の成長をお伝えしていきます。 

平和の尊さと最新の交通を学ぶ 

４年生平和学習・社会科見学 

 海外で戦争が起こり、近隣の国で武器開発
が進められている現在、今こそしっかりと平

和の尊さを学ぶ時です。６月９日（金）に４
年生の平和学習・社会科見学を実施しまし
た。 

４年生は、運動会の練習期間中から、この
見学のための準備と事前学習を進めてきまし

た。その様子は、とても意欲的で、真剣に進
めていたのが印象的でした。 

当日最初の目的地、平和公園では平和集会を行い、全校で作成した千羽鶴を献
納しました。態度のすばらしさに近くに居合わせた観光客の皆さんからお褒め
の言葉をいただきました。平和公園から原爆資料館へ移動する際も、たけのこ学

級担任の入江先生から遺構についての説明を聴いて、学びを深めていました。原
爆資料館は時間が短かったものの、事前学習のおかげで実際を確認しながら学習
ができました。 

県庁レストランでの昼食後、長崎駅へ。ここでは、「最新の県内の交通状況を
学ばせたい」という担任の木下先生の強い思いで見学が実現しました。長崎駅長
様から直接説明していただき、駅舎の実際について学びました。その後は、西九
州新幹線かもめへ乗車。長崎・諫早間でしたが、実際の新幹線に乗って感動のあ
る学習となりました。その後、諫早駅から学校へ無事に帰着しました。 

今回の学習活動では、学習内容の実際が体感できたことももちろんですが、４
年生の集団行動が、すばらしかったことが大きな成果です。時間を守る、集

合、あいさつ・マナーなどどれもよかったとのことでした。さすが口之津っ子
です。今年度は、校外での学習機会も増えます。子どもたちが地域へ出かけま
す。意義ある学習となりますよう御理解と御協力をお願いします。 
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Ｃ・Ｓだより② 「白浜海岸清掃」  

小中連携して地域に愛着をもって貢献する趣旨で「白浜海岸清掃」が、6 月１
６日（金）に実施されました。船員会の皆様の呼びかけにより、小・中学校、国
立口之津海洋技術学校、地域の皆様の参加及び南島原市の協力によって継続され
ています。本校は、口之津っ子の心を見つめる教育週間の一環として参加してい
ますが、ふるさと教育研究指定校でもあり、この活動を特に大切にしたいと考え
ています。 
当日は気温が高く、活動も大変だったのですが、参加した５・６年生は、中学

生や海校生、地域の方と協力しながら一生懸命作業を進めました。 

 地域の宝である白浜海岸を地域に生きる人たちが、共に美しくするという意
義深い取組です。その一体感と地域を愛する心情と行動力が醸成されていくも
のと考えます。清掃後の白浜は、すっかり美しくなりました。参加・協力してい
ただいた皆様、お疲れさまでした。 

口之津っ子の心を見つめる教育週間 

本県のすべての学校で取り組まれているこの教育週
間は、学校と保護者や地域の皆様が連携し、「地域
の子どもは地域で育む」という趣旨で実施されてい
ます。これまで感染症拡大防止のために、来校者を制
限し、授業参観のみ公開といった形をとってきました
が、「制限なしの学校公開」を実施します。期間や内容は以下のとおりです。多
数のご来校をお待ちしております。 

〇期間   令和 5 年 6 月 26 日（月）～6 月 30 日（金） 
〇公開時間 午前の部 8:40～12:10 午後の部 14:00～15:45 
〇主な内容 6 月 27 日 校長講話 １・５・６年道徳授業参観 
      6 月 29 日 ２・３・４年道徳授業参観 
      期間中   アジア子ども絵日記フェスタ（校舎ホール） 

KUMO さんイラスト展   （校舎ホール） 

あいさつ がんばっています 口小児童会の取組 

口小児童会は、主体的に学校生活をよくしたり、行事への取組計画を行ったり
する代表委員会を定期的に開いています。先日、第 2 回代表委員会が行われま
した。主な議題は「あいさつ日本一をめざそう」でした。これまでもあいさつ
は、気持ちのいい声で、子どもたちからするようがんばっていました。地域の方
からもお褒めの言葉をいただいているところです。子どもたちは「もっとよくし
たい」と考え、本物の姿をめざし、いろいろな取組を考えています。私たちが
子どもたちに求めるものと、子どもたちの考えが一致したことは嬉しく、しっか
り見守っていきたいと思います。主体的に行動する力も育っています。 


